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会 社 概 要
・設立 1980年5月1日

・資本金 2億43百万円

・従業員数 640名（連結/2019年6月末現在）

・決算期 12月

・配当 中間・期末

・事業種目 貨物利用運送事業(外航海運・国際航空・鉄道) 
海空陸複合一貫輸送、陸上運送取次業
海運代理店業、通関業、損害保険代理店業

・国内事業所 大阪(本社)、神戸、東京、横浜、名古屋、福岡

・国内子会社 株式会社ユーシーアイエアフレイトジャパン
フライングフィッシュ株式会社

・海外現地法人 シンガポール、タイ、インドネシア、中国、米国、韓国、
香港、深圳(香港子会社)、インド、ミャンマー
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当社グループ成長の軌跡

2015
東証
一部2008

東証
二部

1980
大阪

1997

2000
2001

2003

2006

2011

2017

2015

1990
神戸

1992
東京

1996
名古屋

1998
横浜

2000
福岡

2013
FF

2012
UCI

シンガポール

タイ

インドネシア

中国

USA

韓国

香港

インド

韓国

ミャンマー

2019

韓国



4

海上コンテナ輸送のイメージ
規格サイズのコンテナによる積載効率・時間の短縮

定曜日サービスによる確実な所要日数
地球にやさしく大量輸送が可能
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船名：ONE COLUMBA

主要寸法:  全長364.15m × 船幅50.6m 

総トン数:  145,647 t

載貨重量トン数:  138,611 t 

建造年:  2018 

コンテナ船とは？

ミッドランド
スクエア

247メートル
ONE COLUMBA 

364メートル

名古屋
テレビ塔

180メートル
名古屋城

55.6メートル

２０フィート（６メートル）の長さのコンテナを
１４，０００本積載できます
(出典：OCEAN NETWORK EXPRESS)

https://2.bp.blogspot.com/-UD_3LgopyJs/WIHlh0GoFTI/AAAAAAABBP4/ZDjnSa1t7-0TeUMLz9UU97nRvUiliYZlQCLcB/s800/landmark_tower_nagoya_tv_tou.png
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コンテナ船の特長

- 日本の貿易に占める海上貨物の割合は、９９．7パーセント(２０１8年）

海運は、わが国の貿易に不可欠な輸送手段であり重要なインフラです。

(出典：公財 日本海事センター/Shipping now 2019-2020）

・コンテナに様々な品物を積み込んで輸送

・荷役の機械化、スピード化が可能

・輸送コストも大幅に削減

(コンテナリゼーション)
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コンテナ取扱量トップ20(2018)

(出典：Lloyd’s List One Hundred Ports 2018を基に当社作成）

順位 国及び地域 順位 国及び地域

1 中国 11 台湾

2 USA 12 スペイン

3 シンガポール 13 インド

4 韓国 14 ベルギー

5 香港 15 インドネシア

6 マレーシア 16 ベトナム

7 アラブ首長国連邦 17 イギリス

8 日本 18 タイ

9 ドイツ 19 サウジアラビア

10 オランダ 20 パナマ

コンテナ取扱量トップ20のうち9地域に当社拠点をおいています
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貨物輸送の区分

国際･国内 輸送手段 輸送手段の保有 作業区分･作業内容

国際物流

船舶
(海上)

無 ⇒ 利用運送業者
- フォワーダー
- NVOCC(*)
- 航空フォワーダー

輸送・混載（ＬＣＬ）
・フルコンテナ輸送

（ＦＣＬ）
・国内外配送

梱包

荷役・仕分
・入出庫
・ｺﾝﾃﾅ(ﾄﾗｯｸ)積降

輸出入通関

(*)NVOCC : Non-Vessel Operating Common Carrier

航空機
(航空)

協力会社による対応

国内物流

有 ⇒ 実輸送業者
・ 船会社
・ 航空会社
・ 鉄道会社
・ トラック会社

当社グループにおけるビジネス

国際物流

船舶
(海上)

輸送・混載（ＬＣＬ）
・フルコンテナ輸送

（ＦＣＬ）
・国内外配送

梱包

荷役・仕分
・入出庫
・コンテナ(ﾄﾗｯｸ)積降

輸出入通関

航空機
(航空)

鉄道・トラック
(陸上)

流通加工・検品、検針
・補修
・タグ付､値札付

物流情報・カーゴトレース
・流通在庫

保管
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混載輸送 (LCL)の仕組み

１本のコンテナに
複数の顧客の貨物を混載

船会社への運賃支払は
コンテナ単位

コンテナに積載する
荷主数・物量が

収益機会に直結

RT* 容積1㎥＝重量1tと換算し、いずれか
大きい方を適用する運賃算定方法

LCL:Less than Container Load

顧客への運賃請求は、RT*単位
効率良く積載することで売上額に直結
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当社混載取扱い品目 トップ５(2018)

順位 日本 名古屋港積み

1 機械 機械

2 化学品 化学品

3 鉄製品 自動車部品

4 プラスチック製品 鉄製品

5 繊維製品 プラスチック製品
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指定倉庫で様々な形態の貨物を
効率良くコンテナドアサイドまで積載

出港時のコンテナ内 使用コンテナ : 40フィート

1 2

3
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内外銀山釜山倉庫

コンテナを開封

自社施設（倉庫）による作業で、より安全・確実なサービスを実施
積地・揚地双方で収益を確保

到着地でコンテナから貨物を取り出す作業

32

1

倉庫にコンテナを横付
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フルコンテナ輸送 (FCL)の仕組み

１本のコンテナに
１社の顧客の貨物を積載

顧客への運賃請求は、コンテナ１本単位

船会社への運賃支払も
コンテナ１本単位

収益機会が

限定的

FCL:Full Container Load
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圧倒的なコンテナ取扱量

名古屋

福岡

当社グループは、年間を通じ

輸出入で２０フィートコンテナ換算で

約１０万本のコンテナ輸送を

取扱っております。

約10万本/約600km

20フィートコンテナ
一本あたり約6ｍ
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輸出混載

4,595 

輸入混載

1,694 

その他

単体混載の割合 (2018年)

売上高
10,930

単体

-2,000

2,000

6,000

10,000

14,000

18,000

22,000

2018

(百万円)
連結

海外
子会社

国内
子会社

内部取引

強み１．収益性の高い海上輸出混載が主力商品

(百万円)
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強み２．成長を続けるアジア向け輸出が主力

中国

15%

欧州

9%

米国

9%

その他

3% ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 9%

タイ 9%

香港 9%

韓国 8%

台湾 8%

その他アジア(中東含)

21%

アジア

64%

仕向地別輸出LCL売上シェア (2018年/単体)
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強み3. 世界に広がるグローバルネットワーク

当社の拠点

(日本)
大阪
東京
横浜
名古屋
神戸
福岡
(シンガポール)
シンガポール
(タイ)
バンコク
レムチャバン

(USA)
ロサンゼルス
ニューヨーク
(韓国)
ソウル
釜山
(香港)
香港
(インド)
ニューデリー
ムンバイ
バンガロール
セーラム
チェンナイ
(ミャンマー)
ヤンゴン

(インドネシア)
ジャカルタ
(中国)
上海
天津
青島
大連
深圳
広州

当社グループ会社
代理店

混載直行便 毎週450便超

世界400か所以上の地域へ輸送
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強み４．力強い財務基盤(連結)

自己資本
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売上総利益
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売上高と営業利益

(営業利益)

7.0％

(自己資本比率/％)
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連結実績・貸借対照表(2018)
(百万円)

金額

売上高 23,254 

営業利益 1,616 

経常利益 1,656 

親会社株主帰属
当期純利益

1,146 

為替レート(USD/円) 110.45 

科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） （負債の部）

流動資産 8,086 流動負債 1,910

現金及び預金 5,743 買掛金 1,105

売掛金 1,691 固定負債 452

固定資産 2,882 負債合計 2,362

建物及び構築物 1,704 （純資産の部）

株主資本 8,005

資本金 243

資本剰余金 225

利益剰余金 8,546

自己株式 -1,010

純資産合計 8,606

資産合計 10,969 負債純資産合計 10,969
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連結第2四半期実績

(為替レートの増減は円の変動幅)

(百万円)

2018/2Q 2019/2Q
対前年

増減率(％)
2019/2Q
期初計画

売上高 11,350 11,301 -0.4 11,820 

営業利益 734 718 -2.2 800 

経常利益 721 737 2.3 830 

親会社株主帰属
当期純利益

482 501 4.0 570 

為替レート(USD) 108.68 110.06 1.38 110.00 
(2019年予算レート)
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売上高と営業利益の推移
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連結売上・利益計画
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2015 2016 2017 2018 2019計画 数年内

300億円

中期経営計画連結数値目標 (2017～2019年度)

売上高

営業利益率

ROE

売上高

営業利益率

ROE

数年内に

300億円達成

7％以上

14％以上

売上の拡大と利益の増加により
経営基盤の安定と業容の拡大に努めます

ROE
17.1％

ROE
14.7％

営業利益率
6.9％

営業利益率
7.0％
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国際総合フレイトフォワーダーへの取組み

三国間貿易の取扱増加

国際複合一貫輸送 海外倉庫事業
2016年 釜山倉庫営業開始
2018年 インド倉庫拡張
2019年 釜山新倉庫子会社化

航空貨物事業
・海外から海外への貨物取扱増加
・ブラジル代理店と契約

＊タイ－ブラジル自動車部品の輸出

・航空事業部新設
・㈱ユーシーアイエアフレイトジャパン子会社化

フライングフィッシュ㈱設立
アメリカにてC-TPAT取得
2017年 AEO認定通関業者認定
EPA発効で食品の輸入取扱増加

混載貨物
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食品輸送へ注力

世界80カ国から来場する食品バイヤーや
食品輸出商など22,000名と商談を行う
展示会

当社は初回より出展し
取引社数・輸出件数増加

2019年11月27日～29日
千葉幕張メッセ出展予定



26

メキシコ内陸向け直行混載サービス

シラオ(バヒオ地区)
マンザニーロ

自動車部品メーカーとの取引拡大

横浜

輸送コスト削減Point
1

輸送リードタイム短縮Point
2

プレビオ通関回避
(メキシコ特有の貨物検査制度)

Point
3
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配当金の実績と予想
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※2012年と2015年6月末日を基準日としてそれぞれ1：2の株式分割を実施、上記金額は分割後配当額にて表示
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当社株価と日経平均の推移
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本日のまとめ

強 み

1. 収益性の高い海上輸出混載が主力商品

2. 成長を続けるアジア向け輸出が主力

3. 世界に向けた豊富な航路数と高品質サービス

4. 力強い財務基盤

株主還元
1. 「株主への還元」は当社重要政策

2. 収益力を強化し配当性向の向上を目指す

1. コンテナ船を利用した国際海上輸送

2. 輸出混載において国内屈指のシェア
事業内容
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(ご参考) 株主優待制度

毎年12月31日現在の下記保有株数に応じた株主様

＊写真は2018年12月株主優待カタログ掲載商品の一例

カタログより1,500円相当の商品か日本ユニセフへの寄付を選択

カタログより2,500円相当の商品か日本ユニセフへの寄付を選択

カタログより5,000円相当の商品か日本ユニセフへの寄付を選択

対象株主

100株~200株未満

200株~4,000株未満

4,000株~



TEL 06-6260-4800
FAX 06-6260-4713

URL http://www.ntl-naigai.co.jp

本資料に記載されている計画や見通し、戦略など
は既に具体化している事実を除き、本資料の作成時点
で取得可能な情報に基づくものであり、これらにはリ
スクや不確実性が内在しております。そのため、実際
の業績などは本資料に記載の見通しや予想とは異なる
結果となる可能性があり、その内容を保証するもので
はありません。

ご清聴ありがとうございました

お問合せ先
取締役 IR担当 田中 俊光

本社 大阪市中央区備後町2丁目6番8号
サンライズビル5階


